
 

 

は
じ
め
に 

 

北
海
道
開
拓
の
時
代
か
ら

住
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
き

た
防
風
林
は
老
齢
化
に
伴
い
、

倒
木
、
落
枝
の
発
生
な
ど
機
能

低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
北
海
道
森
林
管
理

局
で
は
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
て
整
備
計
画
を
作
成
し
、
計

画
的
な
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
防
風
林
の
若
返
り

な
ど
機
能
が
維
持
で
き
る
よ

う
に
「
見
え
る
化
」
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

北
海
道
内
防
風
林
の
概
要 

 

道
内
の
森
林
面
積
は
約
５

５
４
万
ha
あ
り
北
海
道
の
総

面
積
の
約
７
割
を
占
め
て
お

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
防
風
林

の
面
積
は
約
4
万
2
千
ha

に
お
よ
び
、
そ
の
う
ち
約
1

万
8
千
ha
が
国
有
林
で
す
。

総
延
長
は
、
防
風
林
の
平
均

林
帯
幅
を
１
０
０
m
と
仮
定

す
る
と
約
1
，
８
０
０
km
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
道
内
１

７
９
市
町
村
の
う
ち
54
市
町

村
に
あ
り
ま
す
。 

北
海
道
内
の
防
風
林
の
多

く
は
、
明
治
29
年
「
植
民
地
選

定
及
び
区
画
施
設
規
程
」
が
制

定
さ
れ
、
碁
盤
目
状
に
入
植
地

を
区
画
し
、
そ
の
区
画
線
上
の

自
然
に
形
成
さ
れ
た
森
林
（
天

然
林
）
を
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
、
一
部
は
人
の
手
に
よ
り

植
栽
し
た
森
林(

人
工
林)

に

よ
っ
て
、
幹
線
防
風
林
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
現
在
の

防
風
林
は
、
支
線
防
風
林(

耕

地
防
風
林)

と
区
分
さ
れ
カ
ラ

マ
ツ
、
ト
ド
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
や
ヤ
チ

ダ
モ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ン
ノ
キ

な
ど
の
広
葉
樹
の
人
工
林
や

天
然
林
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
林
帯
幅
は
概
ね
20
～
１

８
０

m
と
様
々
で
す
。
戦
後

造
成
さ
れ
た
人
工
林
が
多
い

こ
と
か
ら
、
世
代
交
代
の
時
期

を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

防
風
林
の
効
果 

防
風
林
に
よ
る
防
風
作
用

が
及
ぶ
範
囲
は
、
一
般
に
防
風

林
の
風
上
側
で
樹
高
（
H
）
の

約
５
倍
程
度
、
風
下
側
で
樹
高

の
20

倍
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
な
風
向
に
対
し
て
直
角

に
林
帯
が
配
置
さ
れ
て
い
る

場
合
、
最
も
防
風
作
用
が
大
き

く
な
り
ま
す
。 

① 

風
害
・
風
食
の
防
止 

風
速
の
減
少
は
、
作
物
の
損

傷
や
生
育
阻
害
を
防
ぎ
、
生
産

量
や
品
質
を
向
上
さ
せ
ま
す
。 

ま
た
、
耕
地
か
ら
の
土
壌
や

肥
料
分
の
飛
散
を
防
ぎ
ま
す
。 

② 

温
度
の
上
昇 

風
速
の
減
少
は
、
地
温
に
よ

り
暖
め
ら
れ
た
空
気
が
上
空

の
空
気
と
入
れ
替
わ
り
に
く

く
な
る
た
め
、
地
表
付
近
の
気

温
が
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、
風

に
よ
っ
て
地
面
か
ら
奪
わ
れ

る
熱
を
減
少
さ
せ
地
温
を
高

め
ま
す
。 

③ 

水
分
条
件
の
改
善 

温
度
の
上
昇
は
地
表
水
分

の
蒸
発
を
促
進
し
ま
す
が
、
風

速
の
減
少
に
よ
る
蒸
発
を
抑

制
す
る
作
用
の
方
が
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

表
か
ら
水
分
蒸
発
量
が
減
少

し
、
土
壌
の
乾
燥
が
抑
制
さ
れ

ま
す
。 

防
風
林
が
抱
え
る
課
題 

国
有
林
内
の
防
風
林
の
管

理
は
、
各
森
林
管
理
署
の
森
林

上川北部森林管理署管内 防風林 
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官
等
が
日
頃
か
ら
周
囲
を
巡

視
し
危
険
な
木
や
境
界
の
越

境
等
の
点
検
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

し
か
し
、
防
風
林
の
老
齢
化

が
進
む
こ
と
に
伴
い
、
強
風
等

の
影
響
に
よ
る
倒
木
の
発
生
、

隣
接
農
地
へ
の
日
照
不
足
、
枝

張
り
や
落
葉
・
落
枝
が
農
業
機

械
の
運
行
の
支
障
と
な
る
な

ど
、
地
元
市
町
村
や
地
域
住
民

な
ど
か
ら
そ
の
解
消
と
抜
本

的
解
決
を
求
め
る
声
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

求
め
ら
れ
る
防
風
林
の 

機
能
発
揮 

一
方
、
「
防
風
林
の
周
辺
で

は
、
農
地
が
日
陰
に
な
る
こ
と

に
よ
り
、
収
量
が
少
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
防
風
林

の
効
果
の
及
ぶ
範
囲
全
体
と

し
て
は
、
防
風
林
が
な
い
場
合

に
比
べ
て
収
量
が
増
加
す
る

こ
と
」
が
様
々
な
研
究
例
か
ら

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
防
風
林
周
辺
が
都
市

化
の
進
展
な
ど
と
相
ま
っ
て
、

通
常
の
防
風
機
能
の
発
揮
に

加
え
て
、
飛
砂
や
吹
雪
な
ど
か

ら
道
路
走
行
中
の
安
全
の
確

保
、
地
域
住
民
の
緑
地
と
し
て

の
生
活
環
境
の
向
上
、
自
然
と

親
し
む
散
策
や
野
生
動
植
物

の
観
察
・
保
護
な
ど
の
空
間
と

し
て
の
活
用
な
ど
、
多
様
な
機

能
の
発
揮
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

課
題
解
決
に
向
け
た 

 
 

 
 

凸
型
林
型
に
よ
る
試
行 

前
述
の
防
風
林
が
抱
え
る

課
題
に
対
し
、
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
防
風
効
果
を
損
な

う
こ
と
な
く
防
風
林
を
若
返

ら
せ
つ
つ
、
農
地
等
へ
の
影
響

を
軽
減
で
き
る
方
策
と
し
て
、

防
風
林
の
林
型
を
「
凸
型
」
へ

誘
導
す
る
施
業
を
試
み
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
施
業
方
法
は
、

最
初
に
老
朽
化
し
た
防
風
林

内
の
倒
木
や
枯
れ
木
、
形
質
不

良
木
な
ど
防
風
林
の
左
側
面

を
伐
採
し
低
木
性
の
樹
種
を

植
栽
し
ま
す
。
植
栽
木
が
一
定

の
高
さ
ま
で
成
長
し
た
ら
次

に
右
側
面
を
伐
採
し
植
栽
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
左
右
の
時

期
を
変
え
て
伐
採
し
、
最
後
に

中
央
部
は
必
要
に
応
じ
て
高

木
性
の
樹
種
を
植
栽
し
ま
す
。

こ
れ
で
凸
型
林
型
が
造
成
さ

れ
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

防
風
林
は
、
こ
れ
ま
で
も
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
地
域
環
境
の
変
化
や

国
民
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
北
海
道
内

の
防
風
林
の
現
状
を
調
査
し
、

地
元
市
町
村
等
関
係
機
関
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
を
行
い
、
専
門
家
等
の
技

術
的
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
防

風
林
の
整
備
計
画
の
策
定
を

進
め
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
整
備
計
画
等
に
基

づ
い
た
防
風
林
の
整
備
を
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

動植物の観察会 

地域住民との意見交換会 

凸型林型のイメージ 


